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▲宮地小での交流学習（生き方から学ぼう）の 
様子。勇気を出して自分を語るメンバーに児童 
からたくさんの意見・質問、そして励ましが。 

メンバー手作りの焼き立てパンは美味しくて 
種類も豊富。ぜひ、お召し上がりください。 
『夢屋』２２－３３７２（宮地小学校前） 

　1月24日からの全国学校給食週間にちなみ、給食センターや学校で、27
年ぶりにおかずに鯨カツが登場するなど様 な々取り組みが行われました。
写真の尾ヶ石東部小では給食センターを見学し、給食づくりの大変さを知り
この日は食べ残しはなし。栄養士によると日頃から阿蘇の子どもたちは和食
に強く、全体的に残す量は少ないそうです。 
　本市の給食は、安全性・栄養面はもちろんのこと、特に地産地消に力を
入れ、米は阿蘇コシヒカリを100％使用。標準米より価格が上がる分（差額）
を市とJA阿蘇とで負担し取り入れています。その他の食材も、地元産を大
いに利用し、安心安全な作物を届けてくれる生産者へ感謝の気持ちと農
業への理解を育んでいます。また、アレルギー食への対応も行っています。 
■献立表は優秀な食の参考書 
　家庭に持ち帰る献立表は、栄養士が毎月工夫を凝らしてつくる1枚です。
バランス、カロリーはもちろんのこと、阿蘇ならではの郷土料理や食の風習ま
でいろんな情報が詰まっています。ぜひ、ご家庭でも参考にしてください！ 
 

地産地消の効果の表れ？！ 

学校給食で郷土料理が大人気 

　2月14日のバレンタインに、大好きな人に切ない恋心を
伝えたい。けど勇気がなくて「恋を叶えて！」とつい神頼
みになってしまう貴女へ。阿蘇市にもお願いすればご利
益のありそうな由来のある所がありますのでご紹介します。 

　
能
楽
を
大
成
し
た
世

阿
弥
が
作
っ
た
有
名
な

謡
曲「
高
砂
」。こ
れ
は

平
安
時
代
の
阿
蘇
宮
神

主
阿
蘇
友
成
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
、友
成
が
上
京
中
、名
所
高
砂

の
浦
に
立
ち
寄
る
と
、老
翁
と
老
婆
に
会

い
、離
れ
た
所
に
生
え
て
い
る
高
砂
の
松

と
住
吉
の
松
が「
相
生
の
松
」と
い
わ
れ

る
由
緒
を
尋
ね
る
と
、夫
婦
の
愛
は
通
じ

る
も
の
と
答
え
、自
分
た
ち
は
そ
の
松
の

精
で
あ
る
と
告
げ
た
、と
い
う
も
の
。阿
蘇

神
社
の
こ
の
松（
樹
高
約
17
m
）は
、友
成

が
高
砂
の
松
の
実
を
持
ち
帰
り
植
え
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

阿
蘇
神
社
 

た
か
さ
ご
 

高
砂
の
松
 

（
縁
結
び
の
松
）
 

   　
大
会
は
阿
蘇
郡
市
陸
上
競
技
協
会

主
催
で
、
1
月
12
日
、
阿
蘇
体
育
館

前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
す
る
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
2
km
か
ら

一
般
10 
km
の
種
目
に
郡
市
民
2
5
0

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

 【
上
位
入
賞
者
】
（
阿
蘇
市
の
み
）
 

・
小
学
男
子
2
km
　
 

1
位
　
橘
木
勇
弥
（
内
牧
小
6
年
）
 

2
位
　
小
野
伽
仁
（
尾
ヶ
石
東
部

　
　
　
　
　

　
　
小
5
年
）
 

・
小
学
女
子
2
km
 

2
位
　
矢
野
夏
帆
（
宮
地
小
6
年
）
 

3
位
　
矢
野
瑞
歩
（
宮
地
小
6
年
）
 

・
中
学
男
子
5
km
 

2
位
　
井
　
直
喜
（
一
の
宮
中
3

　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
 

・
一
般
男
子
5
km
 

2
位
　
木
村
文
彦
（
西
仲
町
）
 

 〈
先
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
〉
 

　
28
ペ
ー
ジ
の
湯
山
古
道
の
記
事

の
中
で
熊
野
古
道
（
世
界
遺
産
）

の
所
在
県
名
が
誤
っ
て
お
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、
和
歌
山
県
、
奈

良
県
、
三
重
県
に
わ
た
る
古
道
で

す
。
 

今
月
は
、人
々
と
の
自
然
な
関
わ
り
を
第
一
に
、障
害
者
の
社
会
参
加
を
ぐ
っ
と
身
近
に
し
た
宮
本
誠
一
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

あ
の
出
会
い
か
ら
障
害
者
作
業
所

を
ひ
ら
く
 

　
13
年
前
、
宮
地
小
学
校
の
教
員
だ
っ

た
宮
本
さ
ん
は
、
当
時
、
阿
蘇
農
業
高

校
の
聴
講
生
だ
っ
た
自
閉
症
の
青
年
と

知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
障
害
者

の
抱
え
る
問
題
に
ふ
れ
、
彼
ら
の
力
に

な
る
こ
と
を
決
意
。
教
師
を
辞
め
、
小

学
校
近
く
の
青
年
宅
の
一
階
を
、
か
つ

て
の
教
え
子
や
支
援
者
と
一
緒
に
一
年

が
か
り
で
改
築
し
、
小
規
模
作
業
所
「
夢

屋
」
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
当
時
は
県
内
で
も
め
ず
ら
し
い
喫
茶

方
式
の
作
業
所
と
し
て
注
目
を
浴
び
ま

し
た
。
地
域
に
住
む
障
害
者
や
保
護
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
障
害
者
と
健
常

者
と
の
交
流
の
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ

た
境
の
な
い
つ
く
り
が
そ
の
理
由
で
す
。

現
在
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
市
か
ら
委
託
を
う
け
、

10
人
が
利
用
登
録
、
週
5

日
運
営
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
自
立
と
生
活
力
を

育
て
る
こ
と
が
目
的
の
作

業
所
で
す
が
、
周
囲
の
人

た
ち
に
与
え
た
影
響
も
大

き
く
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た

発
信
で
き
る
場
所
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

 

取
り
組
み
。
や
り
が
い
こ
そ
が
生

き
る
力
 

　
作
業
所
で
の
仕
事
は
パ
ン
の
製
造
販

売
で
す
。
お
客
さ
ま
と
会
っ
て
お
金
を

い
た
だ
く
ま
で
の
営
み
の
中
で
、
や
り

が
い
、
充
実
感
を
持
ち
、
社
会
参
加
す

る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
、
地
域
の
小
中
学
校
と
の
交

流
学
習
が
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で

に
宮
地
小
、
中
通
小
、
山
田
小
、
内
牧

小
、
古
城
小
、
波
野
小
、
一
の
宮
中
、

阿
蘇
中
、
阿
蘇
北
中
の
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
が
作
業
所
を
訪
れ
た
り
、
こ
ち

ら
か
ら
出
掛
け
た
り
し
て
、
パ
ン
づ
く

り
や
手
話
の
勉
強
、
絵
本
づ
く
り
な
ど

数
々
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
津

養
護
学
校
、
小
国
養
護
学
校
か
ら
の
職

場
実
習
生
の
受
け
入
れ
も
続
い
て
い
て

ど
ち
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
の
思
い
や
一
生

懸
命
さ
が
伝
わ
り
、
お
互
い
に
「
ま
た

会
い
た
い
」
と
友
情
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
開
業
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
、

宮
本
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
瞬
間
で
す
。
 

※
小
規
模
作
業
所
「
夢
屋
」
は
平
成
　

10
年
熊
本
県
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

賞
」
受
賞
。
 

 作
家
と
し
て
ペ
ン
を
と
る
一
面
 

　
宮
本
さ
ん
は
、
作
業
所
運
営
の
傍
ら

著
述
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
作
品
で
県
民
文
芸
賞
な
ど
を
受
賞
。

最
近
で
は
小
説
「
ト
ラ
イ
ト
ー
ン
」
を

発
刊
。
熊
日
新
聞
で
の
コ
ラ
ム
や
書
評

掲
載
は
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

阿
蘇
市
教
職
員
の
人
権
学
習
の
講
師
と

し
て
先
生
た
ち
に
話
を
す
る
役
目
も
定

着
。
広
報
誌
「
夢
屋
だ
よ
り
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入

れ
、
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
書
い
た
日
誌
を

載
せ
る
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
様
子
 

を
伝
え
て
い
ま
す
。
 

 今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
 

「
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
パ
ン
の
配
達
の
先
々

で
『
お
つ
か
れ
さ
ん
』
『
気
を
つ
け
て

ね
』
な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
た
話
を
聞

く
と
う
れ
し
い
」
と
語
る
宮
本
さ
ん
。

「
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

あ
っ
て
の
夢
屋
で
す
か
ら
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
積
も
ら
せ
、
メ
ン
バ
ー
の
最

高
の
笑
顔
を
糧
に
明
日
も
頑
張
る
宮
本

さ
ん
で
す
。
 

 

 

宮本　誠一さん 

 46歳、東黒川。NPO法人 
「夢屋プラネットワークス」代表。 

■
阿
蘇
き
す
げ
コ
ー
ラ
ス
が
福

　
祉
施
設
を
慰
問
 

 　
1
月
28
日
、
阿
蘇
き
す
げ
コ
ー

ラ
ス
（
吉
良
久
子
代
表
ほ
か
15
人
）

の
皆
さ
ん
が
、
内
牧
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
茶
寿
苑
を
慰
問
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
4
回
目
で
す
。
 

　
美
し
い
歌
声
で
「
忘
れ
な
草
」

を
は
じ
め
「
阿
蘇
の
お
山
」
や
「
ふ

る
さ
と
の
四
季
」
な
ど
を
次
々
と

披
露
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
独
奏
や
「
青

い
山
脈
」
を
一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
、
楽
し
い
音
楽
の

ひ
と
と
き
を
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
同
コ
ー
ラ
ス
は
指
揮
・
藤
野
眞

幸
氏
、
ピ
ア
ノ
・
森
山
久
美
子
氏

の
も
と
、
年
間
を
通
じ
様
々
な
地

域
活
動
を
行
い
、
音
楽
の
楽
し
さ

を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

第
33
回
阿
蘇
郡
市
民
マ
ラ
ソ
ン
 

大
会
・
結
果
 


